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而鞘h
<シグマ＞の発行に当って

琴 癖"長烹印勇玄
此の度、当社から くシグマ＞を発行するに当り、 日頃御愛顧を賜｜

わっている需要家の皆様に一言御挨拶を申し上げます。

御承知の通り、当社は昨年をもって創業以来20周年を迎えるに至｜

I)ましたが、 これを機会に経営や管理機構を大巾に合理化し、生産･ |

品質･原価･在庫など各分野にわたる管理の改善向上をはかるため、 ｜
新たに地下1階．地上6階の本社々屋を完成しました。 それと共に ｜

電子計算機を導入し､これに各事業所に設置してあるテレックス網を ｜

連動させ、現地との連絡の迅速化、簡素化をはかって参りましたが

最近では需要家の皆さんとのテレ､ソクスによる受註と生産の体制に

ふみ切り、情報革命時代に即応した合理化を着々進めております。

更に生産部門においては、先頃埼玉工場がJIS表示許可工場に認定

されたのを機会に、生産の合理化や品質精度の向上に一段の努力を

つずけております。

このように、当社が全社をあげて経営の刷新と合理化を図ってい

るのは、如何にして需要家の皆さんの御要望に応えていくかを念願

してのことに外なりません。 とくに、皆さんが切実な問題とされる

トータルコストの削減､中でもアッセンブリ ・ コストの肖ﾘ減に関し、

あらゆる面から協力していくことに、当社の最大の目標をおいてお

ります。

今回発行致しますくシグマ＞ も、私たちのこういった願いと努力
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<企画＞エ場見学と新製品展示会の
お知らせ
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当社では、 10月21日(火)2時より、需要家の皆

さまのために埼玉工場の見学会を行いますが、

終り次第、本社4階の新製品展示会に御案内

致します。 なお、電算室でコンピューターの

実演も致します。
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誌名くシグマ＞の由来 ｌ
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<シグマ＞はギリシャ語のアルファベ､ソ ト第18番目に

あたる二(sigrna)から取ったものですが、 Zは微積

分では総体の和を現わす記号ともなっております。

そこで、1）「ねじ」は物を締めつけて完成品に仕上げ

る重要な部品ですから、総体の和を支えるものとい

えます。 そして2)私たちは､総体（ トータル）でもの

をみ、伝票では買えないものをサービスして、総体

のコスト（ トータルコスト）を下げることに協力しま

す。 このためには、 3） 「ねじ」 を供給する私たちと、

それを使用される皆ざんとの間に、密接な和を必要

とします。 こうした私たちの3つの願いをこめて名

づけられたのがくシグマ＞です。
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｛ をこめて、当社と需要家の皆様を結ぶ一つの媒体たらんことを願っ

’ てのことであります。皆様の御指導と御協力を心から祈って止みま
’せん。

！
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イワタボルトの管理体制

唇
納期管理が行なわれます。

又当社では電算機が単なる

計算業務だけで､なく 、締営全

体に深い関わ'）を持ってきま

したので、 44年6月から女子

社員までも含めて全社員かフ･

ロクゞラマーになるという方針

のもとに、電算案の扣当街か．

講師になってプログ､ラム教育

を行っております。

当社がコンピュータ教育を

驚鱗議鶇謬り輝譲溌鶏:

蕊 蝿

言 当社電算室の現状 ｙ
＃

雛群§
当社の電子計算機室は、43年5月本社社屋の完成と同時に、富圭通の

FACOM230-10によりスタート致しました。

ところでなぜこの様な電算磯が必要なのでしょうか。一口に云えばイ

ワタボルトのお得意様に<よ ’）よいサービス＞を提供するためです。

みなさまのお引立によりまして、当社の業績は年々大きな飛躍を続け

て居ります。 それに伴って当然聿務量も急激に増大し、 その内容も多山支

に頁ってまいりました。

そしてこれらの事務を迅速・正確に処理していくためには電動加算機

・電動計算機･NCR会計機などによる各睾業所単位の事務合理化から、

集中化による合理化、機構化への移行が必要とな}）ました。

当社ではいちはやくこの課題と取り組み、40年10月に各事業所にテレ

、ソクスが設置され、 42年10月にはイワタボルトの体質改善の扣手にする

と共に、業務の機動‘|牛・敏速性を充分発揮できる様にするために、業界

のトップ．を切って電子計算機の導入が決定されました。翌43年5月には

各事業所のデータはテレックス送ｲ‘すによ’） 、すべて電算幸に集められ、

在庫管理を中心とした、売上・仕入業務が電算機により処理され、聿務

合理化・機械化へのスタートを切ｹ）ました。

その後事務量の増犬と伴に、 より高度な経営管理を行っていくために、

電算機のレベル・ア､ソプが検討され、今秋10月には富士通の誇りとする

新鋭機種FACOM230 25が新たに稼動を始めます。 これにより確固

たる集中処理方式の基礎が確立致しますので、当社の誇ります新システ

ムSPICS も稼動を始め、従来よし)以上にきめこまかな在庫管理此び
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行っている理由は次の3点である。

①電算機の理解を通じて全社貝にシステマチックにものごとを考える詞

‘|賞をつけさせる。

②企画や計画の策定に電算機を活用することが多くなったので、電算機

要貝以外の従業員にも電算機の知識をつけさせる。

③全社員から 、‘電算機アレルギー” を取')除くこと。

こうしてイワタボルト全体が、事務管理能力を｢白]上させると同時に、

業界随一の規模と能力を誇る当社の電算案は「ｲ高頼‘|生」「確実‘|生」「スピー

ド」 をモ､ソ トーに将来どのように事務量が増大しても、お得意様には常

に<よりよいサービス＞を提供できるだけの、理想的な組識を整えて行

きたいと日夜努力致しております。

（ ）

SPICSとは

SPICSは人手を省くための'|､営報管理システムでSavingPersonal-

power lnformationControlSystemの頭文字をとった田各語です。 こ

れは、貴社とイワタボルトの相互ｲ言頼によって省力化をはかり、ねじの

総体コストをｲ段#成させるシステムで、正確'1生・安定'|生・迅速1生・自動化

を特長とします。SPICSについての資料御希望の時は、御一報あり次

第営業貝が参上致します。
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品質管理課より

当社製造部門に於ける

品質保証体制

》）当社の尚凸面ｲ呆証の方法は、大別して大の2つの方法によっております。

1 ． 尚白質祷理による均一な製品の牛産

2．加工々禾呈および最終製品の検査による不良品及び不良ロ、ソ トの検出

以上の内、今回は2）の検奄、特に最終製品検査に－フいてのくさせて

いた、，きます。

製品検査では、外観、寸法及び形状、機械的性能が検査されます。外

観、寸法の検査では、 ノギス、マイクロメータ、投影機等一般のj則定具

に加え、当社で､設計製作されたネジ製品専用の測定具治具が、検査を能

葬至的かつ正確に行なう目的で使用きれてお｜）ます°

機械白勺'|生能の検査では、次にかかげる各種の試験機によって、 JIS等

に定める性能の検査、及び各ユーザーが実際使用される時に要求きれる

あらゆる'|生能を満足するか汚かがチェ、ソクされてお｜）ます。

A) 2トン・レバー試験機

2の～8ののﾉ｣、ネジ及びタッピンネジの引張強ざを試験致します。 200kg、

500kg、 1,000kg、2,000kgの4通りにレンジが切りかえられ、その外、受入

才才料の引張強さの言式験に使用されます。

B) 10トン・オルゼン試験機

太物の製品の検査及び材料の検査に使用されます。

c) ロックウエル硬変度計

熱処理品の硬さの試験に使用されます。HRC,HRB、HRA等の切りか

えによって使用され、 その他工具の硬さ、超石更工具の硬さの検査に使用

きれております。

D)マイクロ・ヴイッカース硬度計（微'1,ｲ,卿延!汁）

当社の主製品である夕・ソピンネジ等惨炭品の罎炭部、及び非惨炭部の

硬度、加二下硬化等による硬度分布等の試験に使用されます。 また‘与真撮

影も行っております。

E) ×1500金属顕微鍾

製品の内部組織の試験及び惨炭品の罎炭深さ等の試験等に使用されま

す。 X42～X1500にな！）ます。 これも写真撮影を行っております。

F)投影機

X10、X20、 X50に切かえられ、へ､ソダー加工によるファイノぐフロー

状態等の検査に使用されます。

G) トルクレンチ・ トルクドライバ

タ、ソピンネジ、 ′｣、ネジの破断トルクの検査に使用致します。

H)横田式トルクメータ

トルクレンチ、 トルクドライ／ぐ－が静的負荷の状態での破断トルクi則

走であるのに対し←て、エャードライノ＜を用いて締ｲ寸ける事により、動的

な負荷を加えて、供試品が実際にユーザにおいて使用きれる状態での検

査が可能です。 しかも、エヤードライ／ぐのラチェットの空1pl ')する事に

より発生する衝撃力によって、 ネジが受ける時間的な負荷の状態を見る

事が可能です。

I )エリクセンねじ試験ｷ幾ATEC0530

従来G)及びH)で行なっていた試験では、 トルクを負荷した時、 ネ

ジに幾らの締付力が発生しているかを、実際に知る事は困難でしたが、

本機を使用する事によ し） 、次の各項のチェ、ソクが可能とな↑）ました。

1 ）所要の締ｲ寸力を得るためにはいくらのトルクが必要か

2） 夕 、ソピンネジにおいてネジ込のために‘必要なトルクはいくらか

3）破断に際して軸応力とねじ’）応力との割合はどうか

以上の閏ｲ系を知る字によ し） 、①本来設計'一L要求されている締付力を得

るための適正なトルク、椎に、②ネジ特に夕、ソピンネジにおいて破断の

原因等を知る事が可能で･す。

なお、本機は西J虫のA､M.Erichsen社から最近導入したもので、本社

が誇る最新の試験機です。

以上のべました設備を使用して、当社の製品はロ 、ソ ト毎にその品質か

検査された後、 ］二場を出荷きれております。

)）

－2－

|Ⅲ



ねじ用語の解説1 ネジ山を切ってあるファスナーのうち、組付

部品の穴に挿入され、予め穴の内側に切って

あるネジ山にはまりあうか、 または自らネジ

山を形成しつつ挿入されるもので、頭部を廻

転させることによって締付け、 またはゆるめ

られるもの」である、 とされています。 これ

は前にのべた、ナットをはめるのがボルト、

そうでないのがねじという意見に通じるわけ

です。 これを、 もっと両者を比較しながらい

いかえてみますと、①ねじとは、 ネジ穴に用

いられるものであり、ボノレトとはナットで締

めつけられるものであること、②ねじとはネ

ジ穴に組付けられるよう設計されたものであ

り、 ボルトとはネジ穴に適合するように設計

されておらず、ナットで締められるように設

計されたものであること、 になります。例え

ば木ねじや夕､ソピンねじなどはナ､ソ トで締め

るよう設計されてないから明らかにねじであ

るし、角根丸頭ボノレトやう。ラウボノレト、エレ

ベータボルトなどは頭部の形状その他からみ

て、ナットで締めるよう設計されているので

明らかにボルトです。小ねじの場合、用途に

よってはマシンスクリューナ､ソ トを使用する

ことはあっても、本来の設計上の基準からし

て文字通')ねじということになります。 この

ようにして、一つ一つ基準に照らし合わせ､

結局六角ボルトはボルトであ') 、六角キャ､ソ

プスクリューはスクリューであるという区別

がつけられることになりました。以上ボル・ト

の定義一つをはっきりさせるのにも長い間の

論争と調査が重ねられて来ていること、それ

もごく最近結論がついたものであることが分

ります。

ボルトとねじ（スク'ノュー）

の区別について

(亘
ボノレトとは何か。 これは簡単なようで意外

とややこしい内容をもっていることに御気づ

きでしょうか。以前JISの用語では、「軸径の

比較的大きい頭付オネジ」 と定義づけていま

した。 これはこれなりで理解されますが、で

は一体同じオネジ部品であるねじ (Screw)

とはどう違うか、 ということになると問題は

ややこし<なります。

現在、 JIS用語では、小ねじ (Machine

Screw) や木ねじ (WoodScrew)や止ね

じ (SetScrew) などについてはそれぞれ

用語が統一されていますが、 これらが何れも

ねじ (Screw)であるなら、ねじとは一体何

か。そしてそのような意味では、ボルトとね

じはどう違うか。 これに対して、ボノレトが軸

径の比較的大きい頭付オネジなら、ねじは軸

径の比較的小さいものではっきりしている、

8ミリ以上がボルトで8ミ リ以下が小ねじで

はないか、 という方もあるでしょうが、ボル

トでも軸径の小さいものもあれば、ねじでも

軸径の大きいものもあり、必ずしも軸径だけ

で区別するわけにはいかないようです。

新しいJIS用語では、原則としてナ､ソ トを

はめこむのがボルトで、ナ､ソ トを使用しない

のがねじとされております。 これはかなり両

者の差異を示していますが、 しかし小ねじで

もナットを使用すること力富あります。最も、

日常この区別で混乱をおこすようなことは今

の所まずないといっていい位ですが、それに

してもボルトとは何か、ねじとは何かと問わ

れてはっきり答えられないとすれば困ること

もあるわけです。実はアメリカでも長い間こ

の問題については、実用上の意味合はないも

のと考えられていましたが、 1960年頃になっ

てこの両者の区別が明確でないために、実用

上混乱を来す例が起ってきました。 それとも

う一つ、折から当時ASA(米国規格協会、

現在のUSAIつまし)合衆国規格協会）で、「角

頭、六角頭ボルトおよびスクリュー」の標準

統一の検討中に、 まずこの問題を解決する必

要が痛感され、小委員会を設けて4年間にわ

たり調査研究を進めた結果、 1965年になって

漸く結論に達しました。 これによって長い間、

あいまいになっていたボノレトとねじの区別が

やっとはっきりしてきたようです。

つまりボルトとは、「外側にネジ山を切って

あるファスナーのうち、組付部品の穴に挿入

され、通常ナ､ソ トを廻転することによって締

付けまたはゆるめられるもの」であるという。

これに対してねじ（スクリュー）とは、「外側に

(鉦
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側 <シグマ＞海外スポットニュースイワタボルトからのお知らせ

<生産＞米国のねじ生産額約6000億円・ 日本の約4倍

米国におけるねじ企業の全国的団体である工業フアスナー協会(InduS-

trialFasteners lnstitute･略称IFI)の発表によると、 1968年におけ

る米国のファスナー総生産額は約16億6000万ドルであった。 日本円に換

算すると、約5900億円である。 日本の昨年度の生産額は、関連部品を合

わせて約1500億円と推定されるので、米国は日本の約4倍の生産額であ

る。

この中各種の標準ファスナーが11億4400万ドルで全体の約69％を占め

ているが、特殊ものの割合がここ数年来増大の傾向にあり、材質的には

とくにステンレス製品の増大しているのが目につく。

（メタルワーキンク． ・ニュース'69年6月23日号より）

★埼玉工場がJISマーク表示許可工場に認可されました

ISOねじの導入によって、ねじに関するJIS規格力罫､昭

和40年4月から大巾に改正されたことは周知の通りです

力ざ、 この改正JIS実施後の卜 、ソフ°を切って、弊社埼玉工

場が去る4月5日附をもってJISマーク表示許可工場と

して通産大臣より認可されました。

表示許可番号は第369004号です。
刀

★日産自動車のバルク部品納入業者に指定されました

弊社は、従来より日産自動車へねじ製品を納入してお

りました力寄、 この度、長年の納入実績が認められると共

に製造から納入に至るシビアな検査にも合格し、改めて

バルク部品納入業者としての指定をうけました。 これに

よって､弊社は今後、規定による厳重な管理と検査を実
施しそれに合格した製品を、 日産自動車に無検査で定時、

定点、定量に納入することになりました。バルク部品の

納入と品質管理業務は、弊社多摩営業所が担当します。

<品質管理＞きびしくなる自動車ファスナーの品質基準
欠点1つで全量納入拒否も起る

「走る棺桶」 とまで酷評された自動車に対する米国の安全規制は、 日本

では想像以上のきびしさであるが、近着のスチール誌やアイアン．エー

ジ誌などによると、 こなに使用されるファスナーの品質管理基準も、 ビ

ッグスリー何れの場合もきびしさを加えている｡そして、最近は、 ファス
ナーそのものに対するZD(ゼロデェフト）思想が広く行きわたりつつあ

る。

自動車メーカーが各ファスナー・ メーカーに対し、最低基準として要

求しているチェ､ソクリストを見ると、材料の受入検査から熱処理、最終

検査手順、試験設備および材料管理の各項について、実に細かい点にわ

たってきびしい要求をしている。 そして、以前には、各ロットについて

12個までの欠点が認められていたのに対し、最近は1個のファスナーで

も欠点があると、 5000個までの全量が納入拒否されるほどにもなりつつ

ある。

こうした点では、 自動車用ファスナーの品質基準が、航空機ファスナ

ー並みのものを要求されて来ているともいえそうである。要は、如何に

して自動車の安全性と信頼性を確保するかにあるのは云うまでもない。

なお当社でも、特性要因図やパレット曲線図を作ったり工程別のサー

クノレを結成して、 ZDつまり無欠点運動を展開しています。

★草加営業所の新社屋が完成しました

草加営業所の新社屋が完成し去る7月28日(月)から新営

業所で業務を行っております。 これによって、品質保証、

納期厳守などの管理体制を一段と充実し、需要家の皆さ

んに対するサービス向上にも万全を期することができる

ようになりました。所長は枠田幹朗です。今後とも宣し

く御指導御支援のほどお願い申し上げます。

新住所埼玉県草加市花栗町533番地

（草加バイパス花栗町交又点に面し歩道橋

の東際に位置しています）

新電話0489 （25） 1131代表
テレ､ソクス 2972－075
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<シグマ＞海外スポットニュース

★毎時7200個の割でナットの探傷検査

米国では製品の信頼性と保証期間の長期化が産業界での問題になって

いるが、 これに応じて、 ファスナー・・メーカーの納入部品に対する品質
管理体制づくりも積極的である。

有名なファスナー・ メーカーたるLamson&SessionsCo.では、
Automationlndustries lnc. と協力して、 自動渦電流探傷装置を開発

した。 これは渦電流を利用して、ナ､ソトのきず、 ひび、割れなどを検査

するもので、 1時間7200個の検査能力を有する。 これによると、ナ､ソト
の頂面と底面とねじ部が3段工程で検査されるが、ナットはホッノぐ－か

らテスターへ自動的に給送され、不良品は自動的にはじき出される。検

査されるきずや割れの深さは、 0．01''とされているが、実際は0．005''位の

の欠点も検査可能といわれる。 この検査機は広く販売されるようだ力罰、
1台の価格が実に4万ドル。高い機械だが、 これで検査能力が高まり精

度も向上するとなれば、却てう°ラスになる、 というのが関係者の見解で
ある。 （スチール誌'68年10月21号、 その他より）

<材料＞宇宙や海洋開発用ファスナー材料として注目されるMP35N

宇宙開発から海洋開発に至るまで、 この所人類の涯しない夢の実現を

賭して未開拓分野の開拓や開発が盛んだ力賛、 これに伴って開発用の機械

や機器に使用される締結物がクローズア､ソプされて来た。 その点で最近

注目されているファスナー用材料の一つに、マルチフェース合金MP35

高温下の使用については、今の所1000｡Fでも短時間なら高い引張り

強さを有する力ざ､大体最高で700｡F以下での使用が理想的とされている。

とくにMP35Nは、低温下ですぐれた性能を有する。MP35Nは常温では

500，000サイクルに耐えるだけだが、低温では実に2，302，000サイクルに

耐えるとされ、その点、同じ高力ファスナー材料のマルエージング鋼や
H-11とくらべて抜群とされる。

こんな点が評価されて、宇宙航空用や海洋開発用としてMP35Nは大

きな関心を集めている。 （メタル・プログレス'68年5月号より）

〈被覆＞耐食性でアルミ被覆への関心高まる

ファスナーに対するアルミニウム被覆が注目をひいている。McDonn-

elDouglasCo.のF－4のウイング・アクセスドアに使用した所では、

耐食性の点でカドミウムめっきより一段とすぐれている、 という。価格

的には、 カドミウムめっきが1セントないし5セントであるのに対し、
アルミ被覆は10セントから15セントと可成高いが、大量使用ということ

になれば当然コスト安になるとされている。同社の行っているアルミ被

覆は、 イオン蒸着法で3ないし5キロボルトの高電圧が使用されている

が、他方化学蒸着法もテストされたといわれる。

このアルミ被覆は、航空機のアルミニウム・スキンにカドミウムめっ

きした高力鋼ファスナーを使用すると、 ファスナー穴の剥離など腐食が
頻繁に起るため、 これに対する処置のためである。穴周辺にシーラント

｜ の
’

１
１

N力ぎあ今。

これは米国のE､L・duPontNemours&Co.,Inc.が開発したもので

現在米国随一のファスナー・メーカーたるStandardPressedSteel

Co.がボルトの試作を進めている。

このMP35Nは、最大引張り強さ286,300psiを有する外、延性にすぐ

れ、耐摩耗性にもすぐれている。疲れ寿命の高いことも抜群である。と

〈に注目されるのは耐食性にすぐれている点である。 この合金の成分

は35Ni,20Cn., 35Co, 10Moであるが、 テストによると、従来最も耐食
性が良いとされていたニツケルベース合金に優るとも劣らないとされる。

高力ファスナー材料では、腐食と応用が相伴って作用する応力腐食割
れが事故の原因として問題にされるが、テストによるとMP35Nは応力
腐食による破壊が起らなかった。

を使用したが結果が思わしくなかったようだ。 ことに、極低温の場合、
カドミウムは揮發性があって他の部品に溶着する。 これが宇宙航空体

になると大問題だが、その点このアルミ被覆に対する期待は大きい。

更に、USAirForceでもRoCkheedGeorgiaCo. との共同研究で

長期間にわたるファスナーの腐食テストを実施したが、アルミニウム被
覆がスチール製フアスナーに対する保護の点で、 カドミウムめっきより

遙かに、周囲構造物への損傷防止に効果力訂あった、 としている。

また、アルミ被覆は他の被覆より経済的で実用的な点も関心を持たれ
ている。

何れにせよ、アルミ被覆は今後航空機を始め各方面に普及する気配に

ある。 （アイアン・エージ'68年1月18日号、アッセンプリ ・エンジニアリン
グ'68年10月号、その他）
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